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小中学校の教育環境の整備について 

 

小中学校において、過密を避け、咳エチケットや消毒、手洗い、こまめな換気など、気を緩

めることなく感染予防対策を徹底することが必要であり、係る経費を計上する。 

（１）スクールバス通学の過密対策について 

  一部のスクールバスでは、児童生徒のバス乗車率が８０％程度で過密となるため、スクール

バスの大型化などによる過密防止対策により５０％の乗車率を目指す。 

また、運行前後の車内消毒や窓の常時一部開放による換気など、感染予防対策を徹底する。 

 

 ①小学校スクールバス運行経費 

〇富田小学校 蕨生方面の児童１９人（乗車率７６％⇒４２％） 

２５人乗り蕨生バス【Ａ】１台 ⇒ 
冬季以外 ４５人乗り小山バス【Ｂ】１台 

冬  季 ４５人乗り借上げ蕨生バス【Ｃ】１台 

 

〇開成中学校 小山方面の生徒最大４２人（乗車率８０％⇒５０％） ※冬季のみ運行 

４５人乗り小山バス【Ｂ】１台 ⇒ 
４５人乗り小山バス【Ｂ】１台 

２５人乗り蕨生バス【Ａ】１台 合計２台に変更 

  

②遠距離通学費補助 

  〇富田小学校 勝原方面の児童４人 

   タクシー乗車率が１００％のため、１０人乗りジャンボタクシーに変更し乗車率を４０％

とする。ジャンボタクシーへの変更により、西勝原地区通学委員会への補助金を増額する。 

【ジャンボタクシー】 タクシー１台 ⇒ ジャンボタクシー１台に変更 

     

（２）特別教室の空調機の設置について（小学校施設営繕事業・中学校施設営繕事業） 

小中学校の再開後は、２ヵ月近くになる臨時休業期間の学習内容を確保するため、夏季休業

期間を短縮し、猛暑日が続く７月末から８月上旬にかけて、授業を実施することが考えられる。 

児童生徒の熱中症予防対策のため、特別教室の中でも使用頻度の高い、小学校は音楽室、中

学校は理科室に空調機を設置するための経費を計上する。なお、他の特別教室についても、普

通教室での授業実施や、夏季を避けて秋季への授業移行など、熱中症予防対策を検討する。 

【設置する学校について】 

・当初予算   小学校音楽室⇒有終東小・上庄小  中学校理科室⇒陽明中・開成中 

  ・今回補正予算 小学校音楽室⇒小山小・阪谷小   中学校理科室⇒尚徳中・和泉中  

（補正予算により小学校音楽室１００％ 中学校理科室１００％達成予定） 

令和 2年 5月 15日 
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ＧＩＧＡスクール構想の実現 1人 1台タブレット端末整備事業 

小学校教材備品整備経費  

中学校教材備品整備経費  

 

１ 趣旨等について 

  国では、ＧＩＧＡスクール構想の１人１台端末整備については、令和５年度までの整備を目標とし

ていたが、令和２年度中の早期実現を目指すこととし、令和２年度補正予算に２，２９２億円が計上

され、５月１日に国会で可決されたところである。 

本市においても、国の目標達成の前倒しに伴い、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、令和２年

度に小中学校の全学年の児童生徒に、１人１台のタブレット端末を整備する。 

  

２ 現在の状況について 

（１） ＰＣ端末の整備状況について 

全国平均５．４人／台  大 野 市⇒小学校６．１人／台 中学校６．３人／台 

区     分 小学校 中学校 合 計 備考 

小中学校児童生徒数 10校 1,461人 5校 793人 15校 2,254人  

既導入等 ｉＰａｄ 422台 264台 686台  

１人１台 不足台数 △1,039台 △529台 △1,568台  

 

（２） ＬＡＮ設備の整備状況について 

令和元年度３月補正予算によりＬＡＮ設備工事を実施中、令和２年度末完成予定。 

 

３ タブレット端末の整備内容について 

（１）端末購入内容について 

①機  種  ｉｐａｄ  Wifi 32GB 10.2 ｲﾝﾁ 

②整備台数  合計 １，５６８台 

③付 属 品  キーボード・ＭＤＭ（集中管理ソフト）・タブレットケース・ペンなど   

      

（２）支援ソフトの導入について 

   ①事業支援ソフト MetaMoJi ClassRoomの購入 

   ②ドリル教材 ｅライブラリーの中学校分を購入（小学校分はＲ１に購入済） 

 

４ 公立学校情報機器整備費補助金について 

  文科省 公立学校情報機器整備費補助金（Ｒ１年度から） 

※1台 4.5万円以内補助(1,503台分)、3人 1台分整備は交付税措置(65台分)で国庫対象外 

整 備 項 目 総事業費 
補助対象 

事業費 

国庫補助金 

(1台 4.5万円以内) 

小 学 校 

教 材 備 品 整 備 経 費 
65,935,000円 48,641,560円 43,830,000円 

中 学 校 

教 材 備 品 整 備 経 費 
40,172,000円 26,418,260円 23,805,000円 

合  計 

事 業 費 
106,107,000円 75,059,820円 67,635,000円 

 


